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１ 業務名称 

  滋賀県後期高齢者医療広域連合事務所移転準備支援業務 

 

２ 目的 

  令和８年度に予定している滋賀県後期高齢者医療広域連合（以下「当広域連合」という。）の

事務所移転に向けて、職員の執務環境および来庁者の利便性等に配慮したうえで、業務の継続性

を失うことのないよう、円滑かつ合理的な事務所移転に向けた準備を行うことを目的とする。 

 

３ 業務期間 

  契約締結日から令和７年１２月１５日まで 

 

４ 業務場所 

  当広域連合等 

 

５ 当広域連合が想定する業務スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 事務所移転の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月 
・入札および契約手続き 

令和７年７月 
・基本方針の作成 

（現況レイアウト調査、与条件・現状課題の整理・基本方針、

移転先ゾーニング計画 等） 令和７年８月 
・基本設計図書の作成 

（基本レイアウト、移転先フロア工事計画、計画収納量検証、

什器設置計画・新規調達什器類等の提案 等） 令和７年９月 
・概算費用の算出 

令和７年１０月 
・実施設計図書の作成 

（実施計画図面、各種業務等の発注仕様書作成等） 

令和７年１１月 
・業務成果物の作成等 

令和７年１２月 

移転元 移転先候補 

滋賀県厚生会館 

（大津市京町４丁目３－２８） 

フロア面積：２５６．２３㎡ 

・事務室：１６２．３０㎡（４階） 

・電算室：１７．５０㎡（４階） 

・役員室：３１．７３㎡（４階） 

・書庫：４４．７㎡（屋上） 

滋賀県大津合同庁舎 

（大津市松本１丁目２－１） 

フロア面積：２１８．０８㎡ 

・２０．７５㎡（４階） 

・２４．７５㎡（５階） 

・１７２．５８㎡（６階） 
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７ 業務内容 

  本業務において受注者が行う主な業務は以下のとおりとする。なお、受注者は業務を実施す

るにあたり、事務所移転にかかる豊富な知識や経験を基に、より確実で効率的な移転に向けた

提案を積極的に行うこと。 

（１）業務執行体制の構築等 

   受注者は契約締結後速やかに業務執行体制を構築するとともに、業務実施計画書を作成し、

発注者の承認を得ること。 

（２）定例会の開催 

   当広域連合職員との情報共有および業務の円滑な遂行のために定例会を開催すること。ま

た、定例会に必要な資料および議事録を作成すること。なお、定例会の頻度は月１回程度を

想定している。なお、定例会について対面会議、オンライン会議などの開催形態は問わない。 

（３）基本方針等の作成 

① 基本方針の作成 

 ア．現況レイアウト調査 

    現況レイアウト調査を実施したうえで現況レイアウト図を作成すること。なお、現況レ

イアウト図には、現況レイアウト調査に基づき、机、椅子、棚、ＯＡ機器、その他家具・

什器等の配置、コンセント位置、電話回線、パーテーションの位置等を反映し、現況レイ

アウトにおける課題等があれば整理すること。 

  イ．与条件・課題の整理 

    事務所移転にあたっての必要な与条件および課題を洗い出し整理をすること。 

  ウ．基本方針 

    現況調査や課題整理の結果等を踏まえ、事務所移転の概要について、基本方針として取

りまとめること。なお、基本方針には事務所移転の軸となるコンセプトを盛り込むこと。 

  エ．移転先ゾーニング計画 

    移転先事務所のフロアにあわせ、執務室、会議室、倉庫、休憩スペース等のゾーニング

の概要を作成すること。 

② 基本設計図書の作成 

  ア．基本レイアウト 

    移転先ゾーニング計画に基づき、家具、ＯＡ機器、LAN設備等を踏まえた基本レイアウト

を作成すること。 

  イ．移転先フロア工事計画 

    移転先フロアで必要となる内装工事、電気工事、LAN工事等を工事計画として取りまとめ

ること。 

  ウ．計画収納量検証 
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    家具、ＯＡ機器、書類等、事務所移転にかかる計画収納量を検証し、移転先フロアでの

受け入れの可否を確認すること。 

  エ．什器配置計画・新規調達什器等の提案 

    移転先フロアにおける什器配置計画を作成すること。また、既存什器の使用状況等を踏

まえ、既存什器で使用可能なものについては廃棄せず移転先で使用することを前提に既存

什器等の廃棄および新規什器類の調達について提案すること。 

③ 実施設計図書の作成 

  ア．実施レイアウト 

    基本計画の内容を実行するための実施計画図面を作成すること。 

  イ．各種工事・業務等の発注仕様書・概算費用積算 

    事務所移転にあたって必要となる各種工事、各種業務（既存備品の廃棄を含む）および

什器調達等の仕様書および工程表等を作成したうえで、それぞれを別途発注するにあたっ

ての概算費用を積算すること。 

（４）その他 

   業務の実施にあたり必要なその他業務が生じた場合は、発注者と受注者が協議のうえで実

施するものとする。 

   

８ 成果物 

   各業務において想定している成果物は次のとおりである。その他業務の途中で発注者が必要

と認めた場合、別途、提出を求める場合があるので留意のこと。 

（１）業務実施体制の構築等 

  ・業務執行体制表、業務実施計画書 

（２）定例会の開催 

  ・資料、議事録 

（３）基本方針等の作成 

① 基本計画 

  ・現況レイアウト図、現況什器・備品リスト、与条件・課題整理表、移転先ゾーニング図 

② 基本設計図書 

  ・移転先レイアウト図、移転先フロアの工事計画、計画収納量検証結果、什器等配置計画、 

不要什器等リスト 

③ 実施設計図書 

  ・実施計画図面、必要な工事・業務等の発注仕様書および概算費用、必要な工事・業務等の

工程表、官公庁等への届出事項等一覧 

 



4 

 

（４）完了にかかる業務報告書 

  ・業務完了届、業務報告書 

 

９ その他 

 ・業務の円滑な履行に向けて、必要な業務実施体制を確保すること。 

・配置予定者については、原則として、契約期間中を通して本業務に従事することとし、配置

予定者が交代する場合は当広域連合の承諾を得ること。 

・現地調査等の実施の際は、事前に当広域連合の了解を得ること。また、現地調査にあたり書

面の提出が必要となる場合には、当広域連合担当職員の指示により提出すること。 

・移転先の調査にあたっては、当広域連合職員が相手方と調整を行うことから、事前に当広域

連合へ連絡をすること。 

・業務内容に記載の事項以外に検討を進める上で必要となった事項は、当広域連合と協議の上、

適宜実施すること。 

 ・事務所移転の実施については、令和８年度の夏以降に予定しており本件業務に含まない。 

 ・ネットワーク関連の既存保守業者など、関連業者と充分に調整を図ったうえで、その内容を

本業務に反映すること。 

 


